
​令和８（２０２６）年度　第１回　佐久市立図書館協議会　会議録​

​日　時：令和８年７月１６日（木）　​
​午後１時３０分から　　　　​

​場　所：佐久市立中央図書館視聴覚室​

​委員出席人数　１０名​

​1​ ​開会​

​2​ ​あいさつ（会長、館長）​

​3​ ​自己紹介​

​4​ ​会議事項（事務局説明、質疑、意見等要約）​
​(1)​ ​令和７年度事業報告について​

​事務局より説明​

​委　員​ ​　図書館は会計年度任用職員の割合が多く感じるが、佐久市の職員と​
​比較してどのような状況か。​

​事務局​ ​　佐久市の正規職員は会計年度任用職員よりも多い。図書館は市の他​
​の部署に比べて会計年度任用職員の割合が高い。具体的な詳細につい​
​ては、次回報告させていただく。​

​委　員​ ​　サングリモ中込図書館はシニア層の利用が多く、子どもの割合が最​
​も低い。サングリモ中込図書館のティーンズコーナーは、他の図書館​
​と比較して特色が出ている。中高生特有の悩みに寄り添った選書がさ​
​れており、非常に良い取り組みであるが、中高生の割合が少ない。駅​
​が近いという立地を活かし、駅の掲示板等で「こういう悩みの時はこ​
​の本が良い」といったPRを行ってはどうか。東京武蔵野、船橋など​
​の他市でも、通勤・通学客との接触ポイントを作る取り組み事例があ​
​る。また、学校のPTA、さくさぽなどと連携して情報発信を行うこと​
​も有効である。​

​事務局​ ​　ティーンズコーナーへのアプローチについては、いただいた意見を​
​参考に、どのような連携が可能か検討していきたい。​

​委　員​ ​　利用者の利便性向上のため、中央図書館のみ、月曜日の休館日をな​
​くしていただきたい。​

​事務局​ ​　以前にも同様のご意見をいただいている。月曜日を休館日とするこ​
​とで職員の体制を維持している面もあるため、職員の配置体制につい​
​てクリアすべき課題がある。現在、何が最適か検討している。条例の​
​見直しを含め、進捗があれば報告させていただく。​

​委　員​ ​　職員の配置は、各館での連携や人員の融通などで工夫すれば対応可​
​能であると考える。​

​委　員​ ​　配本を市役所や他の場所に増やすなどの方法もある。人件費などの​
​コストも意識して検討してほしい。​

​委　員​ ​　デジとしょ信州の登録が増加しているようだが、その要因は何か。​
​事務局​ ​　令和6年度から7年度にかけて電子申請の登録が増加している。学校​

​単位での利用案内や一括申請が影響していると考えられる。​
​委　員​ ​　特に10代の利用が増加しているようだが、学校での一括申請等の影​

​響か。​
​事務局​ ​　10代の利用増加については、学校で配布されたタブレット端末を活​

​用し、読書に親しむ機会が増えたことが要因と推測している。時間や​
​場所を問わず利用できる利便性が評価されている。​
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​委　員​ ​　小中学校では配布されているタブレットを、朝読書で活用すれば貸​
​出も延びるのではないかと思う。​

​事務局​ ​　働きかけていく。​
​委　員​ ​　図書の除籍について質問である。年数が経過して除籍となった図書​

​を、小学校や中学校などで再活用できないか。​
​事務局​ ​　児童書を除籍した際には、学校等に呼びかけている。​

​(2)​ ​佐久市立図書館アンケート集計報告について​
​事務局より説明​

​委　員​ ​　10代の回答が少なかったとのことだが、市の公式LINEアカウント​
​で配信したらどうか。​

​委　員​ ​　中高生に利用してもらいたいのであれば、彼らが日常的に見ている​
​SNS等でPRすることが有効である。他市の図書館でもSNSを活用した​
​積極的な情報発信が行われている。​

​事務局​ ​　提案に感謝する。SNSの活用等、効果的な情報発信の手法について​
​検討していく。​

​(3)​ ​令和８年度事業計画について​
​事務局より説明​

​委　員​ ​　中込商店街のまちづくりをどうやって担っていくか、駅やこれから​
​できる映画館、街全体に図書館のサービスをどのように広げていくか​
​を地域との連携も含めて考えていく必要がある。​

​事務局​ ​　関係団体や地域の方と相談しながら賑わいづくりにいっしょに協力​
​していきたい。​

​５　その他（Ｒ８年度の視察先について）​
​　　　事務局より説明​

​委　員​ ​　県内と県外では状況が異なるため、第3案として長野県立図書館な​
​ど県内の図書館を提案する。​

​委　員​ ​　第2案の群馬太田市の図書館の選定理由は何か。​
​事務局​ ​　太田市の新田図書館は、オープンしたばかりの新しい施設であり、​

​再整備に向け考える中で選定した。​
​会　長​ ​　第1案が国立国会図書館、第2案が太田市図書館、第3案が県内の図​

​書館ということで、挙手で採決を取りたい。​
​会　長​ ​　採決の結果、第2案が9名で、第2案の太田市図書館に決定する。​
​委　員​ ​　新図書館の進捗状況と建設場所の決定状況について教えてほしい。​
​事務局​ ​　令和7年3月に基本構想を策定し公表した段階である。来年度以降に​

​基本計画を作成する予定である。建設場所の選定については、基本構​
​想の中で候補地を挙げてはいるが確定ではない。これまでのアンケー​
​トやワークショップ、パブリックコメントでいただいた意見を踏まえ​
​検討を進めていく。基本計画の策定段階においても、市民の皆様から​
​意見を伺う機会を設ける予定である。​

​委　員​ ​　人口が増加している岩村田、長土呂地域や学校が集まる地域を考慮​
​すべきである。全世代に対するアンケートを実施していただきたい。​

​事務局​ ​　以前に行ったアンケート、ワークショップ、パブリックコメントの​
​意見も含め、市民の皆様から意見を伺う機会を設ける予定である。​
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​新図書館の整備に関する具体的な議論は「中央図書館建替再整備検討​
​委員会」で行われているので、ここでいただいた意見はお預かりし、​
​再整備検討委員会へも挙げていく。​

​委　員​ ​　候補地として岩村田という意見だが、佐久平駅周辺に図書館を複合​
​する検討や意見は出ているのか。​

​事務局​ ​　佐久平周辺は、土地を購入しなければならない。建設には、有利な​
​補助財源を見つけ、様々な視点で検討していく必要がある。候補地は​
​決定している事項ではないため、今後の意見聴取の機会にもご参加い​
​ただきたい。​

​６　閉会​

​終了：午後２時５９分終了​
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